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多くの中小企業において「脱炭素＝コスト」という

意識から脱却し、経営戦略上の重要テーマとして

ＧＸを扱う姿勢が求められるなか、「重要性は理解

したが、具体的にどう経済価値に変えればいいの

か」「社内に浸透せず、担当者だけが奮闘している」

といった壁に直面する企業が増えています。

脱炭素への取り組みを自社の「売上増」「採用力

強化」といった直接的な企業価値へ転換するに

は、一部の担当者だけでなく“社員一人ひとりの共

感を生み、全社で動ける土壌をつくるためのブラン

ディング”が不可欠です。

本セミナーでは、環境への取り組みを企業の競争力

へ変える考え方と、社員を巻き込む実践ノウハウを

解説し、さらに、区の伴走型支援を今まさに受けて

いるＧＸ推進中の区内事例も報告いたします。
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セミナー詳細・参加申し込みはこちら

2026.11.12（木）～17時まで

品川区中小企業支援サイト 検　索

https://www.mics.city.shinagawa.tokyo.jp

品川区立環境学習交流施設
エコルとごし３階多目的スペース
（東急大井町線　戸越公園駅・下神明駅より徒歩7分）

参加無料・事前申込制

PROGRAM

伴走支援企業の支援状況
・トークディスカッション
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伴走支援企業の進捗報告会
ＧＸ・脱炭素

第2回

経営推進支援事業
令和８年

脱炭素はコストか、競争力か。 中小企業が今考えるべき

“全社を動かす”ＧＸ
推進セミナー

環境への取り組みを経済価値に
～社員の共感で加速させる脱炭素経営の
考え方と実践方法～ 
※講演内容は変更となる場合があります。
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●主　催：品川区 地域産業振興課 中小企業支援担当（経営支援担当）　TEL：03-5498-6340  FAX：03-5498-6338
●受託者：株式会社バイウィル 東京都中央区銀座7丁目3番5号 ヒューリック銀座7丁目ビル 4階　TEL：03-6262-3584（代表）  FAX：03-6262-3684

【 登壇・講演など（2025年） 】
環境ビジネス「サステナビリティサイト＆ページ作成ディレク
ション基礎講座」講師、長野県産業振興機構「第2回サーキュラー
エコノミーイノベーション研究会」講師

進捗報告会
伴走支援企業の

第2回

ＧＸ・脱炭素
経営推進支援事業

令和８年

伴走支援企業の支援状況・トークディスカッション

品川区中小企業支援サイト 検　索

申し込みは下記URL（イベントページ）よりお申込みください。

詳しくはこちら品川区立環境学習交流施設 エコルとごし３階多目的スペース

30名
申　込
方　法

定　員

会　場

品川区内に本社もしくは事業所を有する
中小企業経営者および従業員対象者

品川区中小企業支援サイト内にあります、

イベントページよりお申込みいただけます。

〒142-0042 東京都品川区豊町２丁目１–３０(戸越公園内)

○問い合わせ先　品川区 地域産業振興課 中小企業支援担当（経営支援担当）　TEL：03-5498-6340　FAX：03-5498-6338

区の支援を活用し、現在まさにGX推進に取り組む区内事業者をお迎えします。 プロジェクトの中で直面した課題や、
社内を巻き込むための工夫、取り組みによるリアルな手応えなどを、登壇企業と伴走支援者によるトークディスカッショ
ン形式でお届けします。「自社ならどう進めるか」をより具体的・現実的にイメージしていただけるセッションです。

① ファイン株式会社 「環境配慮型商品のブランド確立とブランド活用」
環境配慮への取り組みをブランド価値へ転化、転化するためのポイントを中心に、
ブランド確立・活用プロセスをご紹介。

② 株式会社金陽社 「現場（開発・技術）から経営を動かすボトムアップGX」
“現場の危機感”と“技術データ”を根拠に経営陣を巻き込んでいく
プロセスをご紹介。

③ 雪ヶ谷化学工業株式会社 「顧客とその先の顧客（エンドユーザー）まで見据えたGX営業戦略」
GX動向を踏まえ、自社商品の価値を“データ”と“顧客の先の顧客価値”まで
見据え営業に活かす方法をご紹介。

※講演内容は変更となる場合があります。

※発表テーマ・方法は進捗状況により変更となる場合があります。
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【 講師プロフィール 】
大学卒業後、出版社での企画営業職を経て広告代理店へ。新規
ブランド開発・対外コミュニケーション戦略に従事。バイウィル
では、企業理念や環境ビジョンの策定から、インナー・アウター・
サステナビリティブランディングまで領域を広げ、業種・業態問
わず様々な規模のクライアントへブランディング支援を実施。

株式会社バイウィル
カーボンニュートラル総研本部 
ブランドコンサルティング部 部長

藤田能敬脱炭素への取り組みは本来、企業経営の持続可能性を上げ、
企業自体の価値を中長期的に高め続けるために行われる
べきものです。規制対応や顧客要請といった「義務感」だけで
行うことは、機会損失に繋がる可能性があります。また「稼ぐ
ために行う脱炭素への取り組み」は、社員一人ひとりの理解・
納得感のもとに「全社ごと」として推進されているかが、成否
を分ける要因のひとつとなっています。
本講演では、脱炭素への取り組みによって生まれる環境価値
を「利益増加」「採用力強化」「社内外からの信頼獲得」といっ
た、企業価値（経済価値をはじめとする競争優位性）へと
昇華させるためのステップを解説します。

環境への取り組みを経済価値に
～社員の共感で加速させる脱炭素経営の考え方と実践方法～

14:00 ～ 15:00

https://www.mics.city.shinagawa.tokyo.jp/koza_koryukai/
koza_seminar/2707.html

2026.11.12（木）
～17時まで

申込み締め切り

（参加無料）

第1部

第2部


